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オオコゲチャイグチによる中毒例

磯　部　守　邦

オオコゲチャイブチBoletusobscureumbrinusHongoは，時には20cmを超えるほどの大型のイブチ

で，主として夏季にシイ・カシ林の地上に発生する。私たち数名がこのきのこの幼菌を採集し食したと

ころ12名中5名が中毒した。100％中毒するわけではないようであるが，ほぼ間違いなくこのきのこが

原因であると思うので，参考になればと思い報告する。

採集日：1995年8月13日

採集場所：兵庫県宝塚市（阪急電鉄宝塚線中山駅
→清荒神駅までのハイキングコース。採集した個

体は，ほとんどが幼菌で傘の直径は5～7cm，全

体の高さは8～10cm，柄の太さは下方の太いと

ころで3～5cmであった。縦に切ってみると肉

は純白で虫の食跡はなかった。幼菌なので管孔は

浅くきれいであった。食べたのは以下の7家族12

名である。なお，中毒しない家族もあった。最後

の「8」はこの件とは別の参考例である。

食べた時の状況

1．夫（52歳），妻（51歳），子供（23歳）

夕食時（7時頃），傘の直径5～6cmのものを

3本，管孔をとらずに（薄く切って）バター妙め

にして食べた。味は甘い感じがして美味であった。

夫だけ缶ビール1本と日本酒3合を飲んでいた。

その夜は何事も無く経過。翌朝，夫のみが夕方ま

で3回程度，軽い下痢の症状を示した。腹痛，吐

き気，その他の症状はなかった。

2．夫（70歳），妻（67歳）

夕食時（7時頃），傘の直径5cm程度のもの

を1本，管孔をとらずに（薄く切って）バター妙

めにして食べた。よい香りがして美味しかった。

二人で缶ビールを1本飲んだ。夫は食べてから約

3時間後に下痢と嘔吐が始まり，その症状が一晩

中続き大層体力が消耗した。症状は翌朝まで続い

た。妻はなんともなかった。

3．女性（52歳）

夕食時（7時頃），傘の直径3cmのと5cmの

ものを各1本，管孔を取り除かないで薄切りにし，

アルミ箔に包んで蒸し焼きにした。生ビールを中

ジョッキ5杯ほど飲んで寝たが，夜中に気分が悪

くなり，全部嘔吐した。その後は何ともなかった。

4．女性（61歳）

夕食時に，傘の直径5cm程度のものを管孔を

取り除かないで薄切りにし／ミタ一秒めにした。缶

ビール1本を飲みながら食べたが，夜中に下痢と

嘔吐が始まり，翌朝まで続いた。症状はかなり重

かった。翌日は1日中軽い下痢が続いた。

5．女性（61歳）

夕食時に，傘の直径5～6cm程度のものを2

本，管孔を取り除かないで薄切りにしノミタ一秒め

にした。缶ビール1本を飲みながら食べたが，夜

中に下痢と嘔吐が始まり，翌朝までひどい症状が

続いた。翌日は1日中下痢が続いた。

6．夫（62歳），妻（60歳）

夕食時，傘の直径5cm程度のものを1本を薄

切りにし，バター妙めにして食べた。管孔は取り

除いておいた。アルコール飲料は飲まなかった。

二人とも異常はなかった。

7．夫（70歳），妻（70歳）

夕食時，傘の直径6cm程度のものを，管孔を

取り除いて薄切りにしノミタ一秒めにして食べた。

2人とも缶ビール1本と日本酒を1合程度飲みな

がら食べたが，当日も翌日も全く異常はなかった。

8．女性（73歳）

この女性は，近くの山（大阪府豊能郡余野のあ

たり）で，何回もこのオオコゲチャイグチを採っ

て食べているとのことである。酒類は飲めず，管

孔は取り除いておくという。何回食べても下痢な

ど全くしないとのことである。
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江戸期「食物本革」記載の毒菌から

我が国の江戸期に於ける庶民達の毒菌に対する

知識はどの程度のものであったろうか。江戸期書

物から渉猟し，以下の文献に納められた記事を書

抜き，表1，2にまとめた。表1の各項目につき

考察を加えたい。

江戸期毒菌に対する情報は収集文献を見る限

り，やはり中国書の影響を大きく受けている。中

国書に記載されている宋時代からの毒菌を「夜中

に光る茸」や「爛しても虫のいない茸」とする説

奥　沢　康　正

は，全て採集文献に記載されており，その他の毒

菌の鑑別（1～16）や解毒法（17～22）も，はば

中国書と同様の記載が見られ，我が国固有の毒菌

鑑別法を見ることは極めて少ない。

表1より毒菌の発生場所及び季節を見ると，（項

目1－4）「食物本草（和刻版）」，「食物摘要」で

は茸の殆ど全てが毒菌の如く記載されている。毒

菌鑑別を見ると項目5－9の内の項目7，8には

茸の傘や，ひだに「毛」があり茎に「紋」の見ら

表1　キ　ノ　コが発生する場所と毒

採　集　文　献

項目　キノコの性質，毒とその処方箋
①②③④3⑥⑦⑧

1田・野に発生する茸

2　山僻に発生する茸

3　樹や地上に発生する茸

4　夏秋に発生する茸

5　夜中に光る茸

6　茸を採った後，色の変する茸

7　上に毛あり下に紋無し

8　仰ぎ巻きて赤色なる葺

9　爛しても虫のいない茸

10　煮ても熟さない茸

11煮ても人の影を照らさない茸

12　飯粒と共に煮ると飯粒が黒くなる

13　生麦の層と飯粒を入れて煮ると黒くなる

14　楓の木に生える茸は笑いが止まらない

0　　　　　　0

0

〇

〇　〇　〇　〇　〇　　　　　〇

〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇　〇

〇　　　〇　〇

〇　〇　　　〇　〇

〇　〇　〇　〇　〇

0　0　0　0　0　0　0　0

0　0　0　0　0　　　0

0　0　0　0　0　　　0　0

0　0　0　0　　　0　〇

〇

〇　〇　〇　〇　　　〇　　　〇

15　桑・椀・椿・喩・柳以外の雑木に発生したキクラゲは風を動かし癌疾を発し経絡を損す。　　〇　　　〇　〇　〇

同上。痔・脚気を生ず

同上。肋骨下急に経絡背膳を損じる　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

16　多食すると気を動かし病を発す　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

〇　〇　〇　くつ

17　地梁を飲ます

18　冬爪のつるの汁

19　糞汁を飲ます

20　甘草湯

21黒豆の煮汁を飲ます

22　酒を飲ます

○　　　　　　○　〇　　　　〇　〇

〇　　　　〇　〇

〇　〇

〇

〇

〇

採集文献・甘宣禁本草，②薬性本草約言，③食物本草（和刻版），④食物摘要，⑤逐性雑記，⑥食物和解大成，⑦

庖尉備用倭名本草，⑧食療正要
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表2　毒菌の特長と毒性

名　　　　　　　称　　　　　　　　特　　　　長　　　　　毒　　　　性　　　　　　　　　　記　載　書

薦菰華（ヒラタケ）

家華（漢名）＝香華

天草華＝ヒラタケ

天曹

鬼筆＝キツネノエ（カキ）フデ

土菌（ツチタケ）

見られない珍しい茸は禁

地茸＝地皮

初茸

黄華＝イクチ

紅菰＝ベニタケ

猪茸＝イノシソタケ＝草茸

椎茸

蛇茸

車載老苦老有毒，銀の箸を用いると緑色に変す

梶木にも生ずるが毒ある木に生ずるは採らず

ブナの木に生ずるは毒有り

味淡甘，美しくはなく中毒有り，食しない事にこした事はない

皆毒なり

湿陰に発生するイクチは毒

マツタケの毒に当たると酔う

土より生ずる菌華頬を初めて食するのは禁

湿陰より生ず，おそらく毒有り。人食すべからず

ピタがなく色が不鮮明の初茸を食すると，たちまち死す

管孔が蜂巣の様なイクチほ毒有り。食すべからず

陰雨の前後や湿地に生えるベニタケは毒

猪が好んで食する故毒有り。人食すべからず

ブナの木に生ずる物毒なり，木耳等木によりて毒のある

場合と同じ

ハッタケに似ているがヒダが無くヒダに“紋”のない物は

皆大毒なり

傑　　　　　　書

重修本草綱目啓蒙

甲　斐　国　志

甲　斐　国　志

和漢三才図台

重修本草綱目啓蒙

本　朝　食　鑑

本　朝　食　鑑

庖厨備用倭名木草

庵厨備用倭名本草

大　和　本　草

本　朝　食　鑑

和漢三才図合

本　朝　食　鑑

和漢三才図台

大　和　本　草

和漢三才図台

れない茸，傘が反り返り赤色の茸を毒菌としてい

る。筆者の考えでは，後者はべニテングダケを示

しているように思える。

次いで茸の摂食時の観察から毒菌鑑別を見る

と，項目9－13の内項目10，11等では茸を煮た際

に具体的にどのような所見をもって毒菌と判定す

るのか困難な記載ではあるが，筆者が考えるには

消化不良の茸，（煮ても形の崩れない茸，煮汁に

した際非常に混濁した煮汁となる茸等）を総称し

たのではないかと思う。

項目12－16は文献によりマツタケ，キクラゲ，

ヒラタケ，シイタケ，早松，松露等の数種の茸類

が個別に記載されている中から収集した項目であ

る。特にキクラゲ，ヒラタケにこれ等の項目を見

る。「食用簡便」「公益日用食性能毒」「食療正要」

「食物和解大成」「本朝食鑑」に表1の様な記載

がある。特に「食用簡便」にはマツタケの料理法

による中毒例が詳細に述べられている。その他の

書「食品国家」を含め多くの文献で茸頬の多食を

禁じている。

「公益日用食性能毒」には中風，脹満，嘔吐を

伴う翻胃，療謹，黄垣，廠垣，瘡廊漏下瘡丹毒，

療痙（るいれき）に菌（クサビラ）は禁食として

記載されている。禁食については，疾病に対しこ

れを予防したり治療を促進したりする為にある種

の食物を選定し，これを好物とし，又これを禁制

する場合，禁物（食禁）として書かれた書物は平

安朝時代から見られる。

そして江戸期，好物と禁物を述べた書の中で「本

朝食鑑」はその代表的な専門書でもある。菌は江

戸時代以前より，好物よりも禁物として記載され

た医学書が多数見られる。なお解毒法について項

目17－22の内の項目17，19等は中国，朝鮮の古医

学書にもよく記載されている。「冬爪のつるの汁」

が解毒法の一つとされるのが，我が国特有である

かについては今後の調査としたい。以上の江戸期

の書物より毒菌についての情報をピックアップし

たが，特に「食物本草」，「庖厨備用倭名本草」，「食

用簡便」の書は一考に値する。
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森本養菌園の歴史と現在（2）

1996年3月16日　京都，伏見桃山

園主，森本　肇氏に聞く

取材　編　　集　　部

現在の森本養菌園

1996年（平成8年）3月16日，早春の昼下り，

佐々木久雄編集長と二人で，森本養菌園（元森本

栽培園）を訪れた。明るい陽射しの中，庭で遊ぶ

幼ない孫を，やさしい目で見守るおじいちゃんの，

ホノボノした空気で満たされていた。その「おじ

いちゃん」が，森本彦三郎さんの長男，肇さん（80

才）であった。何度となく，談話会の集まりでお

顔を拝見しているが，親しくお話しをお聞きする

のは初めてであった。

早速，通された建物は六畳ほどの資料室であっ

た。中央に歴史を刻む大きな木製の机があり，壁

面には頑丈な鉄製の大金庫があった。その困りの

棚には，60年余り前に栽培された，エノキタケ・

マンネンタケ・マッシュルーム・フクロタケ等々

写真9　肇氏，商談室の前

写真10　マッシュルーム，エノキタケ，マンネンタケかん詰

が，ぴん語にされ保管されていた。そして，彦三

郎さんの念願であったアメリカに輸出したマッシ

ュルーム缶詰があり，本物に手をふれて感激した。

この缶詰が，紀ノ国屋を通じてアメリカの進駐軍

からの大量注文を受ける切掛となったものであ

る。また，竹かごに盛られた，プリプリとしたマ

ッシュルームの写真や，宮内庁御用達の看板，そ

れに，昭和11年に『草在の人工栽培装置』で認め

られて，帝国発明功労表彰会より名誉金牌を受賞

した時の表彰状等，『森の妖精』で読んだ数々の

宝物が目の前に静かにそこにあった。肇さんと向

い合い，本物を手にしながら，大正から昭和の時

代のお話しを拝聴していると，肇さんを通して，

彦三郎さんとお会いしているような錯覚に落入っ

た。

写真11資料室（佐々木氏）

写真12　キノコが保管してある資料室の棚

5　－



写真13　表彰状（名誉金牌）

写真141ivart室内　黒レンガ

写真17　第二栽培舎　棚，ビン，温度計

また，貧困で苦悩する農山村の人々の手助にな

ったェノキタケの人工栽培法。苦心を重ねても実

らぬ実験に，一度はあきらめ，シイタケ栽培の研

－　6

写真15　第一栽培舎　黒レンガ

写真16　第二栽培舎　赤レンガ（肇氏と佐々木氏）

写真18　地下研究室出入LJ

究を始めたという経緯を経ての大発明である『ェ

ノキタケの鋸屠（おがくず）栽培法』。妻，英代

さんが地下の研究室から飛び出した時の，「あな



た．／ェノキタケが生えましたよ．／」と叫んだ声が

タイムスリップして聞こえて来そうな気分だった。

肇さんのお話しの中に，戦後のエノキタケのお

がくず瓶栽培のぴん1本分から，5つのエノキタ

ケの束を作り，大阪の天満の卸市場に売りに行っ

た時，その当時は一束で250円，つまり1ぴん分

で1，250円になったという。当時の小学校の先生

の月給が，3，000円程度だったそうだから，いか

に貴重な商品だったかが伺えて，大変興味深いお

話しであった。

また，彦三郎さんの故郷，和歌山県には粘菌の

研究等で有名な楠方熊楠氏がおられた。きのこに

ついての教えを請うために，彦三郎さんは5～6

度も訪問されたというお話しも拝聴した。しかし，

なぜか一度も会えなくて，残念な思いをされたよ

うだったという。

お金を節約するために，赤レンガより安上がり

なコークス入りの黒レンガで建てた第一栽培舎

は，表通りに面し，現在はオシャレなインテリア

の店に変ほうしていた。アメリカやフランスの三

段式を，六段にしたという彦三郎さんの考案した

栽培棚はなくなっていたが，当時（1922年大正11

年完成）の柱を生かしたアンティークなムードの

部屋（売場）に改装され，「livart・リブアート」

という名前のお店になっていた。経営者は，当時

の森本農園でアルバイトとして働いていた学生さ

んで，これが「縁」というものか，と感心、した。

第一栽培舎より一年後に建てられた赤レンガの

第二栽培会は，当時（1923年大正12年完成）のま

まの姿で保管されており，赤レンガの変色の様子

を見て，つくづく年月を感じた。古びた板戸を引

き開けると，『森の妖精』で見た丸太と板で無駄

なく空間を生かした栽培棚が目に入った。うす暗

いそのスペースには，仕事を終えた安堵感と，何

かしら淋しい雰囲気が漂っていた。まるで，昔に

映画で観た炭坑の穴の中のような，せわしく働く

人々の姿が肌に感じられた。棚のあちこちには，

当時ぴん栽培に使われていたおがくずの詰ったま

まの小びんがあった。のぞいてみると，なんと菌

糸が見えている。当時の生き証人のような気がし

た。その横の1本の柱には，当時のままに温度計

がぶら下がっていた。大変むづかしかった温度調

節をする為に苦労を重ねていた彦三郎さんと妻の

英代さんが，この温度計を何万回，いや何百万回

見ただろうか。今，その同じ温度計を自分がのぞ

いている。時間を越えて，彦三郎さん達と同じひ

と時を過しているように思えた。

この二つの栽培舎の中で，彦三郎さんと英代さ

ん，そして長男の肇さん達は土と戦い，温度と湿

度に悩み，苦しみ，どれほどの汗を流したのだろ

う。そして，彦三郎さんが無念の死にいたる原因

になった落下事故が，この赤レンガの栽培舎で起

きたことをお聞きし，最後まできのこ栽培に命を

捧げた人だったと思った。

彦三郎さんは18才の若さで，単身アメリカ・フ

ランスへと旅立ち，企業秘密とされていて教えて

もらえなかった技法を苦労して修得した。帰国後，

成功した彼は惜し気もなく技法を公開し，希望者

には親切丁寧に指導までした。そして，今日のき

のこ産業の基礎となる，『鋸屑（おがくず）人工

栽培法』の大発明は人助けのための研究だったの

である。

今日，いつでも美味しいきのこが食べられるよ

うになったのは，彦三郎さんの人生を土台にして，

成し得たと言っても過言ではない。

自分の信念を貫ら抜き通した彦三郎さんの生

涯，妻の英代さんとの助け合い，励まし合った夫

婦愛に，深い感動を覚えた。今回の取材のチャン

スを与えて下さった，森本彦三郎さん，陰で支え

た妻の英代さん，父の後を引き継いだ長男の肇さ

ん一家に，きのこ愛好者として，心から感謝申し

上げます。

また，（8年歳月を費して）きのこ一筋にかけ

た森本彦三郎氏の生涯を『森の妖精』としてまと

められた著者の吉見昭一氏には，本文の引用を許

可していただきました。厚く御礼申し上げます。

取材訪問者・編集部

編集長　　佐々木久雄

編集委員　佐野　修治

参　考　資　料

1）吉見昭一（1979）：森の妖精－キノコ栽培の父一・

森本彦三郎・借成社．
2）上田俊穂（1972）：マッシュルームの栽培園をたず

ねて・NatureStudy18（3）大阪自然科学研究会

（現大阪市立自然史博物館友の会）会報．
3）森本彦三郎（1923）：フランス松茸・和洋料理の葉．

4）森本彦三郎（1928）：鋸屑人工栽培法・なめこ・ひ

らたけ・なめ茸（榎茸）．
5）森本　肇，浦山隆司（1961）：西洋まったけ（マッ

シュルーム）の栽培法．

6）森本　肇，浦山隆司（1962）：ふくろたけ（支那し

めじ）の栽培．

㊧　No．3～6は，森本養菌園提供
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オオオ二テンゲタケ

VVANTED MUSHROOM

きのこの観察をされている方で，初めて見るき

のこに出会って，感激された方は多いと思います。

そして，採取したきのこの名前が手持ちの本にも

載って無くて，又，知人に尋ねても分からない，

という経験をお持ちの方が多いと思います。

私自身も，最初の出会いは感激するのですが，

名前の付かない同じきのこを見るたびに，何とな

く，もやもやした気分になり，「ちゃんとした名

前で呼びたい，そしたらスッキリするのに…，な

んでこんなきのこが本や図鑑に載って無いんや？

‥・」そして「なんでやねん．／．／」と，ついつい一

人‘‘っっこみ”を入れてしまうのは，私だけでし

ょうか。

そんな名前の付かないきのこ達の中で，最大級

のものが，兵庫県の竜野市と姫路市で観察し続け

ているテングタケ属の一種でした。

シ／ロオニタケモドキに似た大型のきのこで，特

有の臭いが有り，柄の基部が深く地中へ続いてい

る。スライド大会で「こんなの採れてます。教え

て下さい．／」と，発表したことも有りました。

発生経過

このきのこに，念願の名前が付きましたので，

以下に，その経過をご報告致します。初めての採

集は，1989年7月，竜野市郊外の山中で，マツ混

じりのコナラ林でした。

山で見た時は，「見覚えの無いきのこだが，立

派なきのこなので，図鑑ででも調べればすぐに分

平　山　吉　澄

かるだろう。」と簡単に考えていました。ところ

が本で調べても，きのこ仲間に尋ねても，まった

く名前が分かりません。ここからが「なんでやね

ん．／．／」の始まりでした。小さな，特徴のつかみ

難いものなら，「まぁ，いいか…自分の力では，

どうしようも無い，見なかったことに…」と，諦

めるのですが，「こんな大きな，立派なきのこに

名前の無い筈がない．／．／」と，思っていました。

ところが，翌年，兵庫教育大学で本郷先生にお

会いする機会があり，期待して，この乾燥標本を

見て頂いたのですが，「分かりません。不明です．／」

と，あっさり言われたのです。おもわず「えぇ一，

本郷先生でも…」と，驚いてしまいました。この

とき，「きのこの分野には，まだまだ未開拓な所

が多いんだなぁ」と，つくづく感心してしまった

ことを覚えています。

以後，幾度も，このテングタケ属の一種を観察

してきましたが，1995年には，新たに姫路市でも

大量に発生する場所を見つけました。1995年には，

7月から9月末迄通算で，約100個体余り発生し

たので，色々な状態が観察出来，沢山の写真も撮

影出来ました。そして，スライド大会で発表させ
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て頂きましたが，やはりテングタケ属の一種でし

た。1996年には，さらに大量発生し，竜野市で通

算30個体，姫路市で通算200個体余りの発生を確

認しました。傘の直径50センチの巨大な個体も発

生したので，その根元を掘り下げ，地下の様子も

撮影出来ました。発生地の環境は二箇所ともマツ

混じりのコナラ林です。こんなに大量の生産物を

地上に発生させる地下の栄養は，きのこの菌糸だ

けでは貯蔵しきれないと思います。当然，コナラ

と菌根を結んでいて子実体を作る時は母樹から栄

養をもらっていると推測出来ます。

解決へのきっかけ

1996年秋に，長野県開田村のペンション朴の木

でのスライド会で，この巨大なテングタケ属の一

種を紹介しましたが，そのメンバーの中に，後に，

解明の手掛りを知らせて下さった村上さんがおら

れました。数カ月後，九州大分県の村上さんから

電子メールが送られて来ました。「もしかして，

鳥取県にある菌華研究所の長沢さんが，新種とし

て発表準備されているAmanitasp．と同じものか

もしれないから連絡してみては…」という内容で

した。長沢さんとは，以前，鳥取の観察会でお会

いしたことも有り，分類に関するご活躍もお聞き

していたので，なかは諦めていた私には「上手く

いけば名前が付くかも…」と期待が膨らんで釆ま

した。

早速，長沢さんに連絡，標本と写真数枚，環境

と発生データをお送りしたところ，しばらくして，

以下の返事を頂きました。

「オオオニテングタケ，Amanitagrandicarpa」

と名付けて発表準備しているものが有ります。」

「写真は明らかにオオオニテンブタケの特徴が示

されていました。このきのこ，鳥取では末だ見た

ことが無く，今回の例を加えて分布地は山口，福

岡，兵庫の3県となりましたが，従来はシイ林（と

きにアカマソを混生）での発生でしたので，新た

な発生生態に関するデータが加わりました。新種

発表はこれからですが，種小名のgrandicarpの

意味は大型な（grandis）果実，子実体（carpos）

の意です。」

読み終え，嬉しくて「ヤッタ一．／感激．／やっと

名前で呼べる。」と，心の中で叫んでいました。

このきのこと出会ってから8年目にして，やっと，

もやもやが解消したんですから，ほんとに，この

時は嬉しかったのです。私自身も観察会で，参加

者の万から「どうしてこんな大きなきのこなのに

名前が付かないんですか？」と質問され，言訳の

ような説明をしたことも有りましたが，もう大丈

夫です。

以上の問題解決までの経過を振り返って考えて

みると，その時間だけでなく，関係した地点（地

域）の広範なことに，驚かされます。電子メール

を使えるようになってからは特に，距離に対する

抵抗感が薄れて，遠くの人とでも手軽に連絡がと

れる様になりました。これからは，今回の様な「こ

んなきのこ採れました。誰か名前を教えて下さ

い。」という場合，もっと手軽に，写真とデータ

だけでもインターネットや電子メールを使って，

指名手配出来ればよいのに，と思っています。又，

それに回答するメンバーやシステムが出来てき

て，もっと早く解決出来る様になれば良いな，と

願っています。

最後に，この報告を書くに当たり，長沢さんに

御相談したところ，「少しでも早く，皆さんにお

知らせして下さい。」との快い返事を頂きました。

改めてお礼申し上げます。
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1996年のきのこ展に京都市内の公園から採集された
ツキヨタケが光った

第6回きのこ展が1996年10月25日－27日に京都

府立植物園で開催され，6000名以上の入場者があ

り，盛会のうちに終わった。そのきのこ展の野生

きのこコーナーの暗箱にツキヨタケが展示された

（写真1）。暗箱の覗き窓からみるツキヨタケは

幻想的な光を放ち，多くの子供達に驚きを与えて

いた。光るきのことして京都新聞の夕刊にも掲載

された。

そこで，きのこ展に展示されたツキヨタケが採

集された場所および覗き箱作成の経緯について報

告する。

1．ツキヨタケの発生場所

このツキヨタケは1996年10月19日から11月3日

にかけて，JR京都駅近くの梅小路公園内の［命

の森］の野積みされた丸太から発生したものであ

る（写真2，3）。

写真2にはツキヨタケの幼菌が，写真3には成

熟したツキヨタケおよび柄にある特徴的な黒いシ

ミが写っている。

ツキヨタケの発生は，京都市の北部の広河原や

芦生から報告されているが，京都市中心部からの

発生は，初めてである。

ツキヨタケが採集された梅小路公園の［命の森］

は，1996年4月に完成したばかりのビオトープを

目指した公園である。この森の目指すものを梅小

路公園整備計画書から引用すれば，次のようにな

る。「梅小路の都市的条件のもとで，lha程度の

オープンスペースにおいて，できるだけ多様性が

豊かで，できるだけ発展的ないし持続的で，でき

るだけ京都に関わりが深くて，できれば多くの人

に親しまれる，また親しまれるであろう種を含み，

できれば多様性を損なう種の固体群密度を低く保

った生物相を持つ生態系を育成する。」一言で言

えば，京都周辺の森をそのままの状態で公園にす

ることである。そのために［命の森］に京都周辺

に生育している樹木や草本を移植し，林内には枯

れ木を野積みし，最小限の手入れで，できるだけ

自然の状態に保とうとしている。

大都会にできたビオトープ［命の森］を，いろ

いろな生物群集の立場から生物相を明らかにする

大阪府立香里丘高校　下　野　義　人

ために，大阪府立大学農学部の造園学科の森本幸

裕先生を中心に，［命の森モニタリンググループ］

（土壌生物，植物，水生昆虫，きのこ，ほ乳頬班）

の調査が1996年9月から始まった。菌類に関して
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も生態系のなかで分解者として大切な働きがある

ことから［命の森］を調べることが必要であると

考えられ，きのこの調査を依頼された。そして岩

瀬剛二，小林久泰，川向誠，下野義人の4人がき

のこ班のメンバーになった。この森は，造成，植

栽されてから半年しか経ていないので，発生する

菌類は少ないと考えられる。しかし，菌類相を定

期的に調査することによって発生する菌類の経時

的変化，さらには森の成熟との関係等を明らかに

できると考えている。

菌類の第1回調査を10月19日に前述の4人で行

った。地上から発生していたきのこは腹菌類のヒ

メカタショウロだけで，多くのきのこはカワラタ

ケ，オオチリメソタケ，ヒイロタケのような木材

腐朽菌であった（いわゆる硬いきのこ）。その日

の調査の終わり頃に［命の森］の一番奥の場所に

着いたときに，一抱えもある丸太からツキヨタケ

が10数個体発生しているのを見つけた。このきの

こを最初にみたとき，カサの色，形，状態からツ

キヨタケ以外のきのこを思い浮かばなかったが，

京都市内にツキヨタケが発生することが信じられ

なかった。

ツキヨタケは主としてブナから発生する。ブナ

は冷温帯の樹木で東北地方では低地にも生育して

いるが，京都市内のような暖かいところ（暖温帯）

では標高の高い所にしか生育しない。そこで，今

までにツヨキタケがどんな樹種から発生している

かを横山和正先生に問い合わせたところ，ブナ，

イヌブナ，カエデ等から発生していることが分か

った。しかし，京都市の緑化協会の職員によると

ツキヨタケの発生した丸太は，市内御地通りの枯

れたケヤキであるとのことであった。今までにケ

ヤキからの発生は報告がないので，再度この丸太

の由来を調べてもらったが，搬入した関係者が亡

くなっていることもあって，はっきりしたことが

分からなかった。そこで樹木の断面構造を調べて

おられる滋賀県琵琶湖博物館の布谷知夫氏に同定

を依頼したところ，イヌブナであることが分かっ

た。その後このイヌブナは京都府美山町から釆た

らしいことが明らかになった。

［命の森］のツキヨタケは，19日に発生してい

た丸太ともう1本の丸太の計2本から発生するこ

とが分かった。最初に発生した丸太から総計100

個体以上の子実体を確認したが，太さは同じであ

るが長さがやや短いためか，2本目の丸太からは

10本余りとやや少なかった。［命の森］のツキヨ

タケの発生時期は奈良県の大台ヶ原のブナ林に比

べると，2カ月近く遅かった。丸太の状態から判

断すると，1996年と同じように8月から9月にか

けて雨が多く，気温が低い日が多い気象条件にな

れば，1997年も発生の可能性があると考えている。

2．きのこ展で覗き箱を作った経緯

10月24日の午後にきのこ展準備のため植物園に

行くと，例年より早くきのこのシーズンが終わっ

たためか，予想以上に野外きのこが少なかった。

今回のきのこ展は主催者が野生のきのこをすべて

集めるのではなく，来園者がきのこを持参しそれ

を展示する，すなわち参加者主体のきのこ展を企

画しているので，日を追ってきのこが集まると推

測された。しかし，「最初の日に野外きのこの種

数が少ないと寂しいなあ」と仲間内で話をしてい

たところ，少し遅れて来た森本繁雄氏が展示して

あるツキヨタケをみて，「きのこが光るので，覗

きをしたら絶対受けるで」と話された。そこで植

物園の方に頼んで急遽覗き箱を作ってもらうこと

になった。そしてその中にツキヨタケを入れた。

短時間に作った簡単な暗箱であったが，非常に

好評であり，順番を待つ人が出たほど人気があっ

た。アンケートでも光るきのこの展示は良かった

との意見が多かった。

おわりに

この原稿はほぼ1年遅れになってしまった。会

報に掲載されるのはたぶん1997年のきのこ展が終

わった後になるであろう。1997年のきのこ展では，

1996年の覗き箱の形や大きさを改良して設置場所

も検討して，本格的な［光るきのこのコーナー］

を設けることを計画されている。［命の森］から

発生したツキヨタケが展示されているかどうか分

からないが，いろいろな場所から多くのツキヨタ

ケが集まり，光るきのこのコーナーを賑わせて，

1996年以上の盛況を呈していると思う。

この秋に［命の森］では1996年に発生した種と

は違った多くのきのこ（主に硬いきのこであるが

多いが柔らかいきのこも出ている）が発生してい

る。機会があればこれらについて報告したいと考

えている。

最後に，［命の森］のきのこに興味を持ってい

る方がいましたら，私の所まで連絡して下さい。
一緒に調査をしましょう。他の調査班には若い方

が多いので，きのこ班も若い大学生や大学院生の

方を希望します。しかし，熱意があれば年齢は問

いません。
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関西菌類談話会会則

【名　称】

第1条　本会は「関西菌類談話会」（以下「本会」）

と称する。英語名をKANSAI MYCOLO－

GICALCLABとする。

【事務局】

第2条　本会の事務局は，総務幹事の所属すると

ころにおく。

【目　的】

第3条　本会はきのこ，かび，酵母など菌類に興

味を持つ人が，菌類を通して自然に親しみ，菌

類の調査・研究・利用・保護等のために，お互

いに協力しつつ，知識・情報・技術等の交流を

はかることを目的とする。

また，会員相互の親睦と菌類についての啓蒙

を行う。

【事　業】

第4条　本会は上記の目的を達成するために，次

の事業を行う。

（1）菌類の野外観察会・採集会

（2）菌類の同定または鑑定会

（3）菌類の同定・分類・生理・遺伝・利用等に

関する講演会・講習会・研究会・研修旅行

（4）「関西菌類談話会会報」の発行

（5）菌類の分布調査・標本作製・分離・培養・

資料などの作成と会員への配布

（6）他の関連団体との交流

（7）その他本会の目的達成に必要な事業

（8）本会の事業年度は毎年1月1日より12月31

日迄とする

【会　則】

第5条　本会員は菌類に興味を持つ個人および本

会の目的に賛同する団体により組織する。

第6条　本会の会員は下記のように定める。

（1）通常会員　第15条（1）に定める会費を納入す

る個人

（2）賛助会員　本会の目的に賛同し，第15条（2）

に定める会費を納入する団体

（3）名誉会員　本会とくに功労のあった者

（4）会　　友　上記以外で本会が必要と認めた

老

【入会および退会】

第7条　本会に入会を希望するものは，所定の入

会申込用紙に必要事項を記入し，当該年度の会

費を添えて本会事務局に申し込むこととする。

－¶12

また，退会する者は，その旨文書で本会事務

局へ届け出ることとする。

【役員及び任務】

第8条　本会は次の役員を置く。

（1）会員1名　本会を代表し，会務を統括する。

また，総会および役員会を召集し，その議長

および書記を委嘱する。

（2）副会長2名　会長を補佐し，会長に事故あ

る時はその任務を代行する。

（3）総務幹事3名　事務局を担当し，本会の受

付事務全般を行う。

（4）庶務幹事2名　庶務全般を行う。下記につ

いては分担する。

イ　採集会事務

口　集会事務

ハ　会員名簿および図書・備品管理

（5）会計幹事2名　会計事務を行う。下記につ

いては分担する。

イ　経理・現金出納事務

口　会費請求・領収事務

（6）運営幹事若干名　本会の事業の立案，実施

を行う。運営幹事中に集会総括責任者，採集

会総括責任者，会報編集委員長1名をおく。

（7）会計監査2名　会計事務の監査を行い，総

会においてその結果を報告する。

【世話人および顧問】

第9条　本会運営のため必要に応じて世話人を置

くことができる。

第10条　本会は必要に応じて顧問を若干名置くこ

とができる。

【役員会】

第11条　役員会は会長の召集する会員を持って構

成する。

【役員などの選出および任期】

第12条（1）会長は会員の推薦にもとづき，総会

で出席者の過半数の賛成をもって選出する。

（2）副会長，その他の役員は会長が委嘱する。

ただし，副会長は会長が必要とする場合にの

み委嘱することができる。また，会報編集委

員若干名を，会報編集委員長の推薦にもとづ

き，会長が委嘱する。

（3）役員および世話人・編集委員の任期は2年

とする。ただし，再任を妨げない。

（4）役員に欠員が生じた場合はその補欠をおこ

なう。ただし，補欠された役員の任期は前任

者の残務期間とする。



【総　会】

第13条　総会は年1回会長が召集し，役員選出，

予算，決算ならびに本会の事業実施上の重要事

項について，出席者の過半数をもち議決する。

総会の議長および書記は会長が会員中から各

1名を委嘱する。

会長が必要かつ緊急と認めた場合には，臨時

に総会を開くことができる。

【経　費】

第14条　本会の経費は会費，寄付金，預貯金利子

その他をもってこれにあてる。

【会　費】

第15条　本会の会費は下記のように定める。

（1）通常会員　年額2，000円。ただし，高等学

校生徒以下は年額1，000円とする。

（2）賛助会員　年額5，000円

第16条　会費は前納制とする。ただし，一度納入

した会費は返還しない。

（1）顧問，名誉会員，および役員会で認めた会

員は会費を免除する。

（2）会費を2年間納入しない場合は，退会した

ものとみなす。

第17条　講演会，採集会その他の集会において，

必要に応じて参加者から参加費を徴収し，必要

経費にあてることができる。

第18条　本会の会計年度は毎年1月1日に始ま

り，12月31日に終わる。

【会　報】

第19条（1）会員には会報を無償で配布する。

（2）会報編集委員長は，会報編集委員会を構成

し，会報の編集を行う。

【付　則】

第20条（1）この会則の改正および本会の事業実

施上の改廃は，役員会で審議し，総会において

出席者の3分の2以上の賛成を必要とする。

（2）その他，本会則に定めのない問題は，役員

会において処理し，総会に報告し承認を得る

事とする。

（3）本会則は昭和58年10月8日より施行する。

（昭和61年2月1日一部改正，同日より施行）

（平成2年2月4日一部改正，同日より施行）

（1990年2月3日一部改正，同日より施行）

（1992年2月8日一部改正，同日より施行）

（1993年2月6日一部改正，同日より施行）

（1997年2月1日一部改正，同日より施行）

1996年度　活動の記録

第335回例会　橿原神官菌類観察会

日　時：1996年7月7日（目）曇り後雨

63名参加

場　所：橿原市橿原神官境内（シイ・カシ林）

待ち望んでいた観察・採集会とあって，近府県

を中心に63名の参加を得て，にぎやかに行われた。

小雨の降る絶好の（？）採集会日和で，91種が採

集・同定できた。前週までの降雨量の多さから，

豊作が期待されたが，大形のきのこに目がいき，

小形の種は比較的少なかった。橿原神宮では今回

で7度目の採集会であったが，21種が新たにリス

トに加わった。　　　　　　　　　（荒井　滋）

採取品リスト

1上川有〃JJ∫／坤／d川∫

2触り∂gCα植わⅥ（拘れ〃ね

3A頭別珍如靴弓叩坤〝庇庖b

4　エαC（：αγぬ〃わ‡αCg0α〃gJわ乃βα

5C柚叩庖sp．

6Co物′みねsp．

70〝dg∽α〝Sgg肋♪〟（お乃5

80〟鹿沼α乃5才βJ肋γαdgのね

9ル払γα5研オ〟5∽αズわ乃〟S

lO qゆ如如川∽α坤相加

ll A∽α乃よね即Cゐ〝qpわ・mmfg

12A〝α乃ね♪α乃娩βγわα

マツオウジ

アケボノタケ

ヤグラタケ

カレバキツネタケ

カヤタケ属

モリノカレバタケ属

ビロードツユタケ

ツユタケ

オオホウライタケ

ダイダイガサ

テングタケダマシ

テングタケ

13A∽α乃如♪α乃純grわ‡α近縁種

テングタケの近縁種
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14血相祓椚喝加地var．♪〟乃Cおお

オオツルタケ

15A∽α乃加〝αgZ乃αねvar．〃αgg乃αね　　ツルタケ

16血相祓椚喝加地var．ルルα

カバイロツルタケ

17A∽α乃加わ顧Jrおおタマゴテングタケモドキ

18A刑α〝グねかβαd坤0坤妙γ由

コテングタケモドキ

19Amaniiahemib呼hasubsp．javan

キタマゴタケ

20A〝α〝ねγ〝毎gCe〝∫　　　　　　　　　ガンタケ

21A∽α乃オねβズCgゐα　　　　　　　　　　キリンタケ

22A椚α乃グねαCeねα近縁種　キリンタケの近縁種

23A〃7α乃如坤わざαCgα　　　　ヘビキノコモドキ

24Aク乃α乃グねsp．　　　　　　　　テングタケ属

25エβ〟COC呼γわ〟∫〝曙グ払∫わの〝5

キツネノハナガサ

26乃加わ′柁肋∽乃doJJお花α

274節制〆おり粛机か紺紺

28　乃0印加α5ねγP坤0γα

29Co〟わ7αγグα∫Sp．

30g刀わわ∽αSp．

3l fも滋JJ〟∫α≠γpf0∽β乃わざ〟5

325■ゎ加〃0〝ぴCgSCOクち極5α5

33SrP鋸わ〝ひCgg5g列咋わ〟あざ

34A紛れ血虚血日劇加わ那

35月0おおJJ〝gg∽Ode刀∫ね

36秒γ坤0γ〟ぶりα乃ggCg乃5

37q′γ坤0γα∫わク好め・gffdおお

38物勒夕0γ〝∫みぞ〃〟5

イタチタケ

ヤナギマツタケ

カブラアセタケ

フウセンタケ属

イッボンシメジ属

ニワタケ

オニイグチモドキ

コオニイグチ

オオヤシャイグチ

キクノミナイグチ

アイゾメイグチ

クリイロイグチモドキ

キヒダタケ

39助川CO椚〟5乃Zgm刑αC〟加〟5　クロアザアワタケ

40劫ルピアり∂oJgf〝∫7℃〃g〝gJgg　　　　　キイロイグチ

41九g〝g和みoJgf〟∫〝わ′gdゐ　　　ヒメウグイスイグチ

42月0わ〟grgfわ〟わ〝5　　　　ヤマドリタケモドキ

43月0毎払∫〃ゐわcgq極SC〟S　ムラサキヤマドリタケ

44月0わ〟∫　ねねγ乃〟5

45励JgねgS〟み〃gJ〟壇）gS

アメ

コウジ／タケ

リ　カウラべニイ　ロガワリ

46月0わ〟SSp．

47乃句拘わsp．

48月〟55〟わdgJ才α7

49月〝∫S〟わ〝Zg門Cα乃5

50月α5∫〟わ乃なrgcα乃5近縁種

51月〝55〟わdg〝ざ拘Jぬ

52R那馳庖ソおお那

ヤマドリタケ属

ニガイグチ属

シ′ロハッ

ク　ロハッ

クロハツの近縁種

クロハツモドキ

クサハツ
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53月〟∫5〝わあ〟γcc7℃∫グ

54月〝∫5〟わcoナチゆαCね

55月〝Sg〟肋γぴあgSCg乃ざ

56月〟5g〟わ〃eg（Ⅵ

57月〝SS〟肋α椚0g乃α

58月〝gg〟わノねび娩？

59月〝∫∫〟肋〝わでgCg乃5

60月〝5g〟わざ0れ）γ由

61月〟55加わりα桝αα乃娩α

62月α55〟わα路0ので0おお

63月〝gg〟血相5αCgα

64月お∬㈲bsp．

65エαCねわ〝S〝gJJg柁〟5

66エαCねγ〟∫ggrα畑わ

67エαCねγ〟gZO乃αγ〝5

68エαCねrf〟gSp．

69　Cα〝班αrgJ〟∫C路αγ〟∫

70C7℃ねJJ〝∫付和〟Cqpわgde∫

71fわ妙0γ〟∫5g〟α∽05〟∫

72上も如）0γ〟∫αJ〝β0わγグ〝5

73月）妙0γ〝5αⅣ〟bf〝∫

74jわ抄0γ〝∫∂αdf〟5

75〃ブC，1坤0γ〟55〟あく癖乃ね

76エαβ壇）0γ〝SS〝砂ゐ〟柁〟5

77劫αgOJ〟∫∫Cゐ紺gわ7才ねダブ

78　CoJかfcぬcf乃乃α∽0椚βα

79　7「mmgわざ〃g和才coわγ

80Gα乃Odgγ∽αJ〟Cfd〝研

81Gα乃0dg円形α嘲わ乃α払∽

82　5■cJg7℃（おγ∽α柁αβ

83CαJ〃如才αCクⅥ乃才的γ∽ゐ

84　C（ZJがα≠わあ0乃わ2g乃ざね

85A〝γわ〝肋γあ　ゆγわα

86月が〃β肋cr坤α

87勉ねαSp．

88CoゆC坤5α〝〝〟肋ね

89Ab∽〝和βαα妙gco血

90考わγね♪grねGαγね

クサハツモドキ

アカカバイロタケ

イロガワリベニタケ

チギレハッタケ

ムラサキカスリタケ

ウコンハツ？

アイタケ

キチャハツ

カワリハツ

ヒビワレシロハツ

ヤプレべニタケ

べニタケ属

ケシロハッ

クロチチダマシ

キカラハツモドキ

チチタケ属

アンズタケ

クロラッパタケ

ア　ミ　ヒラタケ

ハチノスタケ

アミスギタケ

アシグロタケ

ツヤウチワタケモドキ

マスタケ

カイメ　ソタケ

ニッケイタケ

カワラタケ

マンネンタケ

コフキサルノコシカケ

コニセショウロ

ノ　ウタケ

オオノウタケ

アラゲキクラケ

ノポリリ　ュウタケ

チャワンタケ属

ヒメクチキタンポタケ

クモタケ

フウノ　ミ　タケ

第336回例会　宇治大吉山菌類観察会

日　時：1996年7月20日（日）雨天

37名参加

場　所：京都府宇治大吉山興聖寺境内林

（シイ林）



梅雨明けが早く，乾燥気味の大吉山ではキノコ

の収穫が危ぶまれた。その上台風の余波であいに

くの雨天下での観察会となった。今回は同定の後，

横山和正会長の「テンブタケ科の毒性について」。

吉見昭一先生「オニフスベ，その仲間あれこれ」。

下野義人氏に「ベニタケ属の採集種について」を

ご講話いただいた。いずれも採集された種を資料

としての解説で，会員にも好評であった。

（杉山信夫）

採取品リスト

1上川〟…J∫Jf車d川∫

2わ′嗜め′JJ〟椚滋α∫わざ？

30〝ゆαJ〝αゆたわ5〝∽

4エαCαZγグα〃グ〝αCg0α〃β〃α〝βα

5エαCGαγわsp．

6Co砂鋸αSp．

7ル払γα∫椚〟∫Sp．

8肋プⅥSmf〟5α乃d和5αCg〟ざ？

マツオウジ

ハタケシメジ？

ヒダサカズキタケ

カレバキツネタケ

キツネタケ属

モリノカレ／ミタケ属

ホウライタケ属

オチバタケ？

9ル払γα5利昭〟SCγわめβ〟オ　　　　　　ウマノケタケ

10肋和∫椚グ〝∫♪〟γZゆ柁0∫fr加〟ざ　スジオチバタケ

11ル払γαざ椚〟5♪〟γC如rr少gS　　　ハナオチバタケ

12ル払γαS利昭〝SSp．　　オオホウライタケ近縁種

13ガ0ゐβ乃∂〟βゐgJわsp．　　　　　ヒメムキタケ属

140〝dg椚α〝57g地sp．　　　　　　オオツユタケ

15プわ和〝ゆゐαJわの〝ゆα乃gJわ　　ヒメカバイロタケ

16A∽α扇お声γわ705α　　ヒメコナカブリツルタケ

17A∽α乃ね　α〝摘gγ〝α　　　　　　　　テングタケ

18A∽α〝如gg研∽αね　　　　　ウスキテングタケ

194仙川九日血沈庖　　　　　　　　フクロツルタケ

204∽α〝加がαgg〝αねvar．〃αgグ乃α由　　ツルタケ

214彿㈲扇ね．伽が車g∫？　　　コガネテングタケ？

224∽α乃グねCOゐβγグ？　　ササクレシロオニタケ？

23A椚α乃グねか紺d坤0ゆめ，γ由

ご」ノlJJJのJ／血／て／わ（－∫（・（WJ？

254仙川姑用句画伯流転

26A〝ヱα〝加ゐ0乃卵子

27Amα加わ車ね5αCgα

28A∽α〝ぬ♪β坤α∫ね

29A彿胤扁ねsp．

コテングタケモドキ

ガンタケ？

シロオニタケ

シロオニタケモドキ

ヘビキノコモドキ

オニテンブタケ

テンブタケ属

30上オ∽αCgJわgJわdgrmα？

チャヌメリカラカサタケ？

31ム坤わねsp．

32Ag提γわ〟SgSSgfね才？

33軸〟α∽α乃如〟研み0乃αね

カラカサタケ属

ハラタケ属

カブラマツタケ
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34乃α妙γgJαSp．

35Agγ0秒おり桁適γαCeα

36Abg∽αfoわ∽αノbgCfc〝わ柁

37f）ゐoJわわsp．

38九0りみgJ〟ねα

39血叩庖sp．

40Corめαγ〝∫Sp．

41q′∽〝坤グJ〟5αβ用gわ70∫〝∫？

42Cγゆfdof〟5椚OJJね

43月7滋JJ〝5αわ℃わ椚β乃わざ〝∫

44物JJ坤0γ〟5∂β〃〟5

45jkrPCO椚∫C／り∫β乃ねγ0乃？

46羞和CO∽∫乃Zgm∽αC〟払方〟5？

17▲477∫わ1）わり／（イ〃∫∫JJhゾ／■（Ⅵ∫

ナヨタケ属

ヤナギマツタケ

ニガクリ　タケ

スギタケ属

キイ　ロアセタケ

アセタケ属

フウセンタケ属

ミドリスギタケ？

チャヒラタケ

ニワタケ

キヒダタケ

キッコウアワタケ？

クロアザアワタケ？

オオヤシャイグチ

48月oJgおJJ〟∫β∽Odg〝5ゐ　　　　　キクバナイグチ

49助J〃g和みoJef〟5α〝γ極刑椚β〝S　ハナガサイグチ

50＆蘭お助加蕗城知

アメリカウラべニイロガワリ

51乃，71妙gJ〟5∂α〃0如才

52乃句拘わsp．

53エgcc〝〝〝　仁方わで∽わγわ〝おお

54月〟∫5〝わCγ〟5わざα

55月〝55〝お力ゆ0〝グ用

56月〝5∫〝お粥αγ由g

57月〟55〟bdg乃5的Jgα

58R那助成日永庖勿郎

59月〝∫∫〟わCα∫ね〝呼ぶZdね

60月〝∫5〝わαれ坤坤坤坤γ柁α

61月〟5∫〝わγ加わgSCg乃5

62月〟gS加わα〝70g〝α

63月〟∫∫〝わ〃γ柁gCg乃5

64月〝5g加われ）∫αCgα

65月〟55〟肋sp．

66エαCねγ〟∫抽grαね路

67エαCねγ〝S〃0わ乃〝∫

68エαCねγグ〟5COγγ〟gZ∫

69エαCねわ〝∫Sp．

70エαCねrg〟SSp，

71エαCねγグ〟SSp．

72　C（〝班αγgJ〟SC拍αγ〟5

73Cα乃班αγ柁〃〟gSp．

74C血相γオ乃αα椚gfわ′Sfg〝0才dgg

75即αγα∫ねccγ毎α

76月）妙0γ〟∫αJ〃紺わγね

キ二ガイグチ

二ガイグチ属

アカヤマドリ

ヤプレキチャハツ

シロハツモドキ

ニオイコベニタケ

クロハツモドキ

ケショウハツ

カ　レバハツ

ウスムラサキハツ

イ　ロガワリべ二タケ

ムラサキカスリ　タケ

アイタケ

ヤプレベニタケ

べニタケ属

ツチカプリ

チチタケ

チリ　メ　ソチチタケ

モチゲチチタケ

ハッタケ近縁種

チチタケ属

アンズタケ

アンズタケ属

ムラサキホウキタケモドキ

ハナビラタケ

ハチノスタケ



77上も如）0γ〝∫〃αγオ〟∫

78fわ妙0γ〟∫∂αdgα5

79〟才cr坤0柑gd拶乃ね

80Cりやわ夕0和ぎ〃OJがα加5

81エαg埠0柑∫〃β行毎〉0m∫

82丹C乃坤0γ㍑SCOCCわ柁〝5

837ケgcゐ（ゆ≠〟椚αみggfわ7〟椚？

84Trfcあく桝〝椚一極SCOがわわcg〝∫

85月γ紺邦かγ由ocγ0わ〟Gα

86　CoJJrgc由Cわ川α∽0椚βα

87　71m椚βねSがβ和才coわγ

88凡㈲軸細れ痴血血

89G（7乃Odg門昭α頑やJα乃α≠〝椚

90　0雅邦グα〃αJおお

915■Cわク℃（おγ椚αクマαβ

925cJrOdg〃乃αSp．

93エα乃呼血刀砂0乃Gα

94Ggα5才γ〟∽∽わⅥみfJg

95T作例gJわノbJ由cgα

96　C（7わce和COγ〝βα

97Cαわcg7℃〝ねcosα

98G〟¢〝α頭α娩〝αγα

99月セルgJあわC〝〝05α

キアシグロタケ

アシグロタケ

ウチワタケ

ヒトクチタケ

ヒラフスべ

ヒイロタケ

シハイタケ？

ウスバシハイタケ

ウズラタケ

ニッケイタケ

カワラタケ

ツガサルノ　コシカケ

コフキサルノ　コシ′カケ

アズマタケ

コニセショウロ

ニセショウロ属

オニフスベ

ヒナツチガキ

ハナビラニカワタケ

ツノ　フノリ　タケ

ニカワホウキタケ

ツノマタタケ

クロノポリリ　ュウタケ

100月セルeJb椚αCγ坤〟SVar．∽αCr坤〝∫

ナガエノチャワンタケ

101拗ねαSp．　　　　　　　チャワンタケ属

102創建0γどわcfrわα　　　　　　　ビョウタケ

103上）fc勿加わ坤0mγゆcor〝gα

二七キンカクアカビヨウタケ

104Ab椚〝γαgαα妙fcoわ　　　　　　　クモタケ

第337回例会　八ヶ岳山麓観察会

日　時：1996年8月24日（土）～27日（日）

64名参加

場　所：長野県諏訪郡原村

（カラマツ林・落葉広葉樹林）

採取品リスト

l Sr／涼（ゆ恒的〃〃（・（川川Ⅲ川－

2f）わ〝和才〟S♪〟J椚0〝αγ才〟5

3月Z乃〟gS〝α〃ねsf∽〟5

4蜘砂わβノわ〃gSCg〝∫

57ケfc加わ∽呼ぶねγ〝J〃α〝5

スエヒロタケ

ウスヒラタケ

ニオイカワキタケ

アキヤマタケ

サマツモドキ

6乃′グC加わ∽呼ぶねdgCOれ2

77ケfc／zoわ∽α51坤0タZαCg〝∽

8m′gc加わ∽α♪∫α椚∽呼〟5

9　7サブCゐ0わ刑α∽卯SCαγグ〝∽

10TrグC加わ∽α．舟南陽刑

115rP鋸以γ以50鮎鋸∽αβ

120〟de椚α乃5才gJ肋♪血相わ肋

13物cg〝α♪〟和

14物Cg〝α05椚〝乃dgのわ

15物cg〝αゐαβ椚α坤0（お

16物cg〝αSp．

キサマツモトキ

ミ　ネシメシ

カラマツシメジ

ハエトリ　シメジ

キヒダマツシメジ

スギェダタケ

ヒロヒダタケ

サクラタケ

シロコナカブリ

チシオタケ

クヌギタケ属

17九鬼Jα00　〝GαSp．　　　　コザラミノシメジ属

18〃bJα〝OJe〟ⅢSp．　　オオザラミノノシメジ？

19ル加わ〝OJ〟GαSp．　　　　　ザラミノシメジ属

20九九γα5椚わ路　〝わ如γγ砂gS　　　ハナオチバタケ

21肋れ25∽払∫椚α∬わ乃〟∫　　　　オオホウライタケ

22几如J耶川JJJ5mで川JJ恒か川g／JJ（Ⅵ∫

カバイロオオホウライタケ

23ルね柑α∫∽〝gSp．

24エαCGαγα〃わαCgOα〃g肋〝gα

25エαccαrfαbcα7ね

26Co妙わ〆γ0〝αね

27Co砂みね椚αC〝おお

28Co砂如αdり噌ゐ〃α

29Co妙鋸αCOが〟紺∫

30Co妙みねsp．

ホウライタケ属

カレ／ミキツネタケ

キツネタケ

ワサビカレバタケ

アカアザタケ

モリノカレ／ミタケ

アマタケ

モリノカレバタケ属

31CJわり鮎odoγα

32CJわ印加Cわ〃車β∫

33C加叩加sp．

34ノlJ■研〃血J心拍＝肌－／ん）〝

354仙川九日血加庖

36A椚α加わ〃α〆乃αねvar．α伽

37A椚α〝加〃α衰乃αねvar．ルルα

アオイヌシメジ

ホティシメジ

カヤタケ属

ナラタケ

フクロツルタケ

シ′ロツルタケ

カバイロツルタケ

38A別α〝血相gわ7αねvar．岬が那加　　ツルタケ

39A椚α乃如頭柁ね

40A列㍑α乃お力γわosα

41A∽α乃ブねggC〝Je乃ね

42A刑榔扇ねsp．

43Amα〝ブねα∂γ砂地

44エわ乃αCgJJαSp．？

45上砂わねC妙eOJαγぬ

46上申わねCα∫ね乃gα

ツルタケダマシ

ヒメコナカブリツルタケ

ドゥシソタケ

クロコタマゴテンブタケ？

タマシロオニタケ

ヌメリカラカサタケ属？

ワタカラカサタケ

47q，Sわdeγ∽αSp．

48Ag提γわC∫∫　γ〃β乃5ゐ

494g提γわ〟5αγ坤如〝路〝5

16－

クリイロカラカサタケ

シワカラカサタケ属

シロオオハラタケ

ウスキモリ　ノカサ



50Agαγわ〟∫Sp．

51乃αわrgわGα乃doJJα乃α

52Agr0　8gβγみね

535わてゆゐαγグαγ柳∫0α〝〝〝おお

545伽坤ゐαγねαβγ〝gf〝05α

555－ゎてゆゐαγわsp．

56P oわおおγγeSかね

57f）ゐoJわねノお粥研α乃∫

58f）如才わねsp．

59Abg刑αわわ刑αカgCグC〝仏陀

60jわzfわざ頑gmね

ハラタケ属

イタチタケ

ッチナメ　コ

サケツバタケ

モエギタケ

モエギタケ属

ツチスギタケ

ハナガサタケ

スギタケ属

ニガクリ　タケ

ショウゲソジ

61劫0りわβ邸坤妙JJα　　　　　　シロトマヤタケ

62劫0り∂gカ∫物■おお　　オオキヌハダトマヤタケ

63血叩加∽加融加地

64血叫庖sp．

65q′∽〝噌fJ〝5頭gCわあグ7才∫

66Gy椚〝卸fJ〝gSp．

67ヱ）gr研0り鮎Cわ〝α∽0∽g虎5

アオアシア七夕ケ

アセタケ属

オオワライタケ

チャツムタケ属

オオササタケ

68Co〟わαγ〟5　〝ゆ〟和5Cg〝ざ

カワムラフウセンタケ

69Co〟わ2αrg〝∫αγ∽fJbf〝5

70g乃わγP∽αSp．

71f）J〝お〟5わ0〝オ〝〟5

72f）加わ〝5αfrfc亡か肋5

73月払沼那Sp．

74fb滋JJ〟ざ♪α刀㍑0才dg5

75fk如才〟∫　乃〃0〟〟∫

76劫滋JJ〟∫Sp．

77Go〃ゆ鋸d〟5γ05g〝5

78Go〝ゆ鋸d〝∫椚αC〟α〝5

795－γ0鋸わ〝ひCg5CO画∫〟5

80月0おおJ〝gSp．

81J存和CO∽〟S乃Zg和研αC〟如才〝5

82jおγOCO椚α∫Sp．

83乃′わ〆J〟∫々JJg〟∫

84　乃′極祓机血加お

855－〟fJJ〝∫J加わ〟5

865αfJJ〟5わγ才cg乃〟∫

875〝オ〃〝∫gれ扇Jわ才

ツパフウセンタケ

イッボンシメジ属

ペニヒダタケ

ウラべニガサ

ムクゲヒダハタケ

イチョウタケ

ヒダハタケ

ヒダハタケ属

オウギタケ

キオウギタケ

オニイグチモドキ

アヤメイグチ？

クロアザアワタケ

アワタケ属

ニガイグチ

ウラグロニガイグチ

ヌメリイグチ

シロヌメリイグチ

ハナイグチ

885〟fJJ〝S b0〃ダ乃〝5

89助血邪払如町内批混め加地

90Cαたわ0γ〟∫拍grα〟∫

91月0わ〝55g乃∫拍ブJね

92月0わ〟∫　ねねγ〝〝∫

93月0わ〝∫α0如才

ア　ミ　タケ

ザイモクイグチ

コショウイブチ

ミヤマイロガワリ

コウジタケ

ヒメ　コウジタケ

94励励血町卸おお

95月0わJf乃〟∫α5ぬfgc〝g

カラマツべニハナイグナ

ウツロべニハナイブチ

96月〟5g〟わざα乃g〝オ〝βα

97月〝55〟わ♪gCfわ7αわグdgS

98月〝5∫加わ♪ecfわ7αね？

99月〝∫ざ〟ぬ〝grGα乃∫

100月〟5g〝わノ（ゆ0乃加

101月〟∫5〟血　刀毎励？

102月〝55〝わわ‡極卿

103月〝5g〟わあgfg71ゆめ′肋

104兄那助庖ソおお那

105月〟55〟肋sp．

106月〝5∫〝わgみ〟γ乃紺α柁OJαわ

107月〟gg〝わdg〝S的Jfα？

108月㍑5∫加わdgJfcα

109月〟5∫〟わあgJわ

110月〝5g〟わα〟γαね

111月〟55〟わαd〝∫ね

112月〟∫5〝bsp．

113エαCねγ〟∫　〟わα∫

114エαCわγグ〝gSp．

115エαCねγ〝5　0γ搾わ75ね

116エαCおγ〟ざ♪少β和〟5

117エαCねrf〟S一位削撼扉那

118エαCねγ〟gCあり50rr如〝∫

119エαCねrg〟5αゑαゐαね〟

120CJα〃〝Jわ7α柑gOSα

121C加血仰吼帥崩血

チシ／オハツ

ニーヒクサハッ

クシノハタケ？

ク　ロハツ

シロハツモドキ

ヨへイジ？

ヨへイジ

ウグイスハッ

クサハツ

ウコソハツ？

ツギハギハッ

クロハツモドキ？

シ′ロノ→ツ

ニオイコべニタケ

ニシキタケ

コゲイ　ロハッタケ

べニタケ属

チョウジチチタケ

カラマッチチタケ？

カラマッチチタケ

ッチカブリ

キハツダケ

キチチタケ

アカハツ

カレユダタケモドキ

フサヒメホウキタケ

122Cわ〃αγぬsp．　　　ムラサキナギナタタケ？

123C（Z乃才力α柁JJ祝SJ〟fgoco∽〝5

トキイロラッパタケ

1247ⅥgJ¢ゐ0mねγ柁Sfrね

125rゐgJ¢ゐ0m♪αJ椚αね

1267’ゐgJ勿如和Sp．

127f）ゐgJわdo〝Sp．？

128　5ねアマ〟ナ抑Ogわでα

129鍵αγα5gゐCγ毎α

130月α∽αγわsp．

1317容Cゐ（坤ね‘椚カfSCO〝わわcg〟∽

1327ケfcあくゆね‘∽αみわめは∽

133　Tれα柁βわざがβ得た0わγ

134　7「和∽βねSSp．

1350g拗0m∫∂αねα∽β〟∫

136fわ妙0γ〟SeJ聯〝∫

137f）ゐαgOJ〟∫gC／Z紺βわわたダブ

17－

イボタケ

モミ　ジタケ

イボタケ属

クサハリタケ？

チャウロコタケ

ハナビラタケ

ホウキタケ属

ウスバシハイタケ

シハイタケ

カワラタケ

シロアミタケ属

レンゲタケ

キアシグロタケ

カイメ　ソタケ



138月ヲ柁〝〝如γお粥わはめざわ〝α

139月ねγ0αS諺わ刀　乃ざ〟αγfg

140Gわβ呼毎肋刑Sゆぬγグ〝∽

141釣椚β∫カ椚β乃ねrf〝5

142加β（おお（かね才γわ0わγ

143上）αg血わαdgc鬼才〝∫ダブ

144P如措乃〝5　〟乃Cね〝5

145　CoJfγfcfαCわ川α椚0椚gα

サワフタギタケ

レンガタケ

キカイガラタケ

ツリガネタケ

チャカイガラタケ

ホウロクタケ

チャアナタケモドキ

ニッケイタケ

146功励馴椚′ゆα乃d〝∽Ver．αJ払椚

シロカノ　シ′タ

147G（7乃Odgr椚α乃gq毎夕0〝fc〝研　　　マゴジャクシ

148Gα乃Odgγ椚α可ゆわ〝α′〟椚

コフキサルノコシカケ

149f）JGα〝わcr毎α

150CJg∽αCOdo乃♪〝わんβγrg椚〟5

1515■cJg7℃（おγ∽αα柁0bf〝∽

1525cJg和（わタ7紹αSp．

153f鳩αJJ〟5才〃ゆ〟dfc〟∫

154肋才わ7〝∫Cα乃わ7〝∫

155肋≠わ了以5∂α∽み〟5わ川5

156上）わか坤0γαdゆJGαね

157ag〝docoJ〟∫一触頑椚ぬ

158〃ブd〝わ乃ねβ0わ∽g乃わざα

159匂C噌βタ豆0乃Sp．

チヂレタケ

アセハリタケ

ヒメカタショウロ

ニセショウロ属

スッポンタケ

キツネノロウソク

キツネノエフデ

マクキヌガサタケ

サンコタケ

コチャダイゴケ

ホコリタケ属

160f利別即0乃ぬsp．　　　フェムスジョウタケ？

161Cαわcg7℃わざCO5α　　　　　　ニカワホウキタケ

162乃紺doわあ〝椚gぞわオブ〝05〟椚　ニカワハリタケ

163A祝γわ〟brα　0如γわα　　　アラゲキクラゲ

164A〟γfc〝わγぬsp．　　　　　　　キクラゲ属

165Sc〟如才抽露α∫C〟ねJαね

アラゲコべニチャワンタケ

166肋∽αrfαゐβ∽毎夕ゐαβγグⅢ　シロスズメノワン

167飯ゐαSp．　　　　　　　チャワンタケ属

168放れg肋椚αC71坤〟∫　　ナガエノチャワンタケ

169エαC加〝∽Sp．　シロヒナノチャワンタケ属

170軸α娩〟brα一触〃グ（ね

171Jiαγお力rg乃05α

172ムαγαSp．

173　G／わ（、肋JJ〝〝ハ7JJぐ〟77′〃J？

174CoゆC申∫　rfcg刀かグ

175CoゆC¢5坤加coc¢αわ

176CoゆC¢gSp．

177月ZgCgわ〝ひCgSSp．

へラタケ

コナサナギタケ

イサリア属

ギベルラタケ？

アワフキムシタケ

ハチタケ

冬虫夏草属
マユダマタケ

第338回例会　宝塚自然休養林観察会

日　時：1996年9月23日（月）晴

68名参加

場　所：兵庫県宝塚市中山寺

（アカマツ・コナラ林）

この付近は花崗岩を主体とする地質で，概して

乾燥し易く，アカマツを中心とした雑木の疎林で

ある。例年9月の下旬は種類，数とも多くを望め

ないのだが，今年は8月の高温と9月の2週目か

らの雨と気温の低下がキノコの発生に適したよう

で，ヌメリコウジタケ，ダイダイイグチ，モエギ

アミアシイグチ（最盛期は過ぎていた）の大量発

生を確認できた。

観察・採集の区域は，時間に制約されて休養林

内の入り口程度でしたが，休養林内全域の観察・

採集を，会員諸氏のさらなる継続調査に期待した

いものです。　　　　　（池田晴美・浜　裕美）

採取品リスト

1エβ乃め〟∫ゆ滋〟5

2勧ゐ0γ〝ざ用∫5〟血

3C（7刑αγゆめ・J〟∫♪和お花ぶた

4む′坤妙肋mSp．

5エαCα汀α鋸coわγ

6エαccαrfαbcα7ね

7エαCα7γ由〝グ乃αα0α〃gJお花gα

8CJgわαみβル岬Ⅶ〝5

9　7ケfcJわわ∽α〝5ねJg

マツオウジ

サクラシメジ

ハダイロガサ

ホンシメジ近縁種

オオキツネタケ

キツネタケ

カレ／ミキツネタケ

コカブイヌシメジ

カキシメジ

10CαJJたわ頭0rg〝研加わ007才がαCg〝研　ヒメキシメジ

110〝dg椚α〃gggJわ♪〟dg乃5　　　ビロードツユタケ

12ズgγロケゆαJ乃αGα〝ゆα乃β肋　ヒメカ／ミイロタケ

13A∽α〝才ねcfJrわ7αVar．grばgα

クロコタマゴテングタケ

14A〝7α乃ブねcffrわMVar．Cわγわα

コタマゴテングタケ

15A椚α〝ねco如γgf．和gg0才わ7Cね

16A〝7α乃如加柳Z

17A椚α〝加わ乃gねfrあわ

18A∽α〝グお花紺0〃Ofdgα

ササク　レシロオニタケ

シロオニタケモドキ

クマゴテングタケモドキ

シロテンブタケ

19A∽α乃ね　α〝娩erわα

20A∽α乃才ね♪gゆα5ね

21Amα乃ね如ゆわ′γ由

22A∽α〝グねかβ〟d坤0坤わ・γぬ

－18－

テングタケ

オニテンブタケ

コテングタケ



23Aナ乃α〃才ねγ〟∂g∫Cβ〝∫

24Aク乃α乃地頭わざαCgα

25A彿以南α∽gZ乃αね

26劫胴元血涙吻加地お

27A〝α乃ね〃0わαね

28A彿胤扇ねsp．

コテングタケモドキ

ガンタケ

ヘビキノコモドキ

カバイロツルタケ

シロオニタケ

フクロツルタケ

オニテングタケ近縁種

29Ag冴γわ〝∫α毎ゆ肋〟躇協5

30Ag㍑γわ〝∫5〟∂γ〝オブわざCg乃5

315－加坤ゐαγぬαβγ疲乃05α

32Abg研αわわ∽αノbSCgc〟肋柁

33上場oJわお印ααmgα

34Co〟わαγ〝5かど〟do∫αわγ

35Co捕〝αrg〝∫γ〟みfc〝乃d〟J〝∫

36Co〟わ7αrg〝5gαわγ

ウスキモリノカサ

ザラエノハラタケ

モエギタケ

ニカナクリ　タケ

スギタケ

ヌメリササタケ

イロガワリフウセンタケ

ムラサキアブラシメジモドキ

37Co〟わ昭rf〟Sね乃〝砂β∫

38Co〟わ7αrg〟S〃わ肋cg〟5

39Co畑作αrf〝∫Sp．

40Co祓乃αrg〝∫Sp．

41月■乃わわ∽αCγα55砂β∫

42g乃わわ刑αりα〝0〝Zgぞγ

43g乃わわ椚α〝左わ和∫〟S

クリ　フウセンタケ

ムラサキフウセンタケ

フジイロタケ近縁種

フウセンタケ属

ウラベニホティシメジ

コソイロイッボンシメジ

コクサウラベニタケ

44g〝わわ刑αす〝αdmJ〟5

45g〝わわ∽α祓0如oJf〟5

46物恥po用5わβJJα5

475－〝fJJ〟ざ∂0〃わ川5

485〟fJJ〟5g〝ねαざ

49f切れβ和み0おお∫α〟γ互助研椚β〝5

50fおれgγP Oわ〟ざれ〝g〝gJガ

51fおれgγPbわ〟ざ〃わ′誼ね

52A〝rgOおお〟5旅路βね乃〟5

53月oJgf〟∫ノねね用〟S

アカイボカサタケ

クサウラ〈ミニタケ

キヒダタケ

ア　ミ　タケ

ヌメリイグチ

ハナガサイグチ

キイロイグチ

ヒメウグイスイグチ

ヌメリ　コウジタケ

コウジタケ

54ヱわおお∫g7℃〝〟わ0〝〝αね‘∫

ツブェノウラベニイブチ

55月0わ〟∫曾〟grC乃〟5

56月0わ加S bgfねsf別〟∫

57月0わ〟5γどガC〟わ〟∫

587ケわ〆J〟S形など〝オ別〟5

597ケJ呼gJ〝∫0ね〝g花油

607ケ毎，fJ〟Sがαわ乃5

ナガエノウラベニイグチ

ダイダイイグチ

ヤマドリタケモドキ

モエギアミアシイグチ

コビチャニガイグチ

ホオペニシロアシイグチ

61乃句かJ〝5〃グ乃0∫0ゐ柑乃乃β〝S　ブドウニガイグチ

625－ゎ℃鋸わ〝伊CggCO殉S〝∫　　　オニイグチモドキ

635■ゎ℃∂グわ〝叩CgS∫g∽オ乃〝あざ　　　　コオニイグチ
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64月0おおJJ〝∫β血加5

65月0おおJJ〟5g刑Ode乃Sゐ

66月0おおJJ〟50わざC〟柁COCCわ7g〟5

67月oJgおJJ〝∫γ〝∫5g措グ

68月〟∫∫〟由りα乃0α〝〝挽α

69月〟∫ざ〟わdg乃∫拘J由

70月〟∫5〝肋βみ〟γ〝β0α柁0おお

71月〝∫5〝わβ∽gff（Ⅵ

72月〟5∫〝血．伽〝娩

73月〟gg〝肋Jfkcgα

74助脚祓棚卸ぬ那

75月〟5∫〟わク℃5αCgα

76月〟5∫〟由sp．

アシナガイグチ

キクバナイグチ

ミヤマベニイグチ

セイタカイグチ

カワリハッ

クロハツモドキ

ツギハギハツ

ドクべニタケ

ウコンハツ

ウスムラサキハッ

ク　ロハツ

ヤプレベニタケ

ニセクロハツ近縁種

77月〝5∫打払sp．　　　　チギレハッタケ近縁種

78エαCねγ〟∫C町50γγ如〟5

79エαCねγグα∫gぞ和れタグ才

80エαCねγ〟5　αわれdα鮎

81エαCねγ〟∫ヴ〟わねび

82C（乃娩αrgJ〝gC蕗αγ〟∫

83Cα乃娩αrgJ〟5C乃乃ααγ乃〟5

84　C（〝班αrgJ〝Sおおγ存〟5

85Cα形才力α柁JJ〝gJ加わoco椚〟S

86CJα〝fcom乃α如才（おお

87励椚αγ由ノbr∽0gα

88月α∽αγねsp．

897協β毎0〃α研〟埠α〟ね

90乃gJゆ如和♪αJ椚αね

91A伽如肋Sd毎夕α那加∫

92ろ′C乃坤0γ〝gCOCCわ柁〝∫

93　7「和∽gわざがβ和才coわγ

94エg乃Zfわざ占βねJJわは∫

95　0才川ぬ〃αJおお

96ASγαβ〝5勿曙アP利昭βγわ〝5

97C（7〝αぬcrα形的門昭ね

98わ′Ct妙のめ〝椚OJJg

99と叩坤〝故沼少〝毎払椚

キチチタケ

クロチチダマシ

ハッタケ

チョウジチチタケ

アンズタケ

べニウスタケ

アンズタケモドキ

トキイロラッパタケ

フサヒメホウキタケ

ハナホウキタケ

キホウキタケ近縁種

キブリイボタケ

モミ　ジタケ

コウモリタケ

ヒイ　ロタケ

カワラタケ

カイガラタケ

アズマタケ

ッチグリ

ノ　ウタケ

コゲホコリ　タケ

キツネノチャブクロ

100ag〟doco〝55C如Jわ乃お宮αg　　　サンコタケ

101Scわγpdgγ∽αγ紺β

10271ね椚gJわノbJ由cgα

103エgOJあわあわCα

104　Gαあわcgわ鋸Cα

コニセショウロ

ハナビラニカワタケ

ズキ／クケ

オオゴムタケ



第339回例会　比良げんき村観察会

日　時：10月13日（日）晴

27名参加

場　所：滋賀県志賀町北小松

（アカマツ・コナラ林・シイ・ウラジ

ロガシや落葉広葉樹を混在）

げんき村の事務所下の広場に集まり，世話人代

表の井上圭子さんの説明を聞いた後，付近の林を

各自思い思いに採集した。午後，広場のシートの

上にきのこをならべ同定した。

天候に恵まれ，参加者も多く，きのこもたくさ

ん採集できた。

天然林はきのこも多様性に富んでいることを強

く感じた。　　　　　　　　　　　　（横山和正）

採取品リスト

1Scあお嗜め′JJ〟桝の研研〟乃β

2勧／わγ〟∫用55〟わ

3助卯　あおco乃C（7

4勒卯α鮎Cα乃班αrgJ〟5

5わ′嗜め′〃〝mSゐオ刑¢オ

6匂噌わ′JJ〝∽滋α5ね5

7匂噌わ′JJ〟研即CO坤0γ〟∽

81γゆめ′〃〟mSp．

9エαccαγα鋸coわγ

10エαCαZrfαわccαね

117サブcJわわ刑αα〟和才〟椚？

127ケfcJ‡0わ∽α5（ゆ0〝αCg〟∽？

137ケfcゐ0わ∽αSp．

14AγmfJわrfeJお肌gJJgα

15Co砂みねみ〟か和Cgα

16Co砂鋸αα♪γP乃αね

17Co妙∂わsp．

18Co砂砂ααCgr〃αね

19月如㍑〃〟∫5秒Jfc〟∫

20物cg乃α♪〟和

21物cg乃αgαJgrfc〝あわ

22爪勿ce彿α九αemαf呼0血

23gね〝ゆゐαJf乃dSp．

スエヒロタケ

サクラシメジ

アカヤマタケ

〈ミニヒガサ

ホンシメジ′

ハタケシメジ／

カク　ミ　ノシメジ

シメジ属

オオキツネタケ

キツネタケ

シモコシ？

ミネシメジ？

カキシメジ近縁種

ナラタケ

エセオリ　ミキ

ワサビカレバタケ

モリノカレバタケ属

カブベニチャ

ワサビタケ

サクラタケ

クヌギタケ

チシオタケ

ヒメカバイロタケ属

24Cα〃0∫わ坤0rg〝∽J〟如oJf〃αCg〟椚

255■fγ0∂gJ〟γ〝∫0お力才∽αg

26肋和∫∽オ〟gSp．

270〟dg椚α〝∫fgJk♪わらやわ′地

28Ggm乃β椚α力み〝ぬ

29A〝7α乃才ね〃わpSα

ヒメキシメジ

スギェダタケ

ホウライタケ属

ヒロヒダタケ

ヒナノ　ヒガサ

ドクツルタケ

30A∽α乃ねC存γ乃αVar．CfJrわ7α

コタマゴテングタケ

31A利昭α〝ねcfγわαVar．grZgeα

クロコクマゴテングタケ

32A仙川娩川両頭似血払

33A∽α〝グねcoゐβγgf．γ05gOfg乃Cね

シロオニタケ

ササク　レシロオニタケ

344仙川薇日加加庖

35A〝α乃ねかg〟d噌0ゆめγぬ

36A椚α乃如ノ（ゆ0乃グα？

37Ag昔γfcα5αγゆ肋〝路〝∫

38Agαrfc〟5Sp．

39乃α古め′柁Jわ〃gJ〟ff〝α

40fなα′わ・柁Jb招乃ゐJJお花α

41∧厄β研αわわ椚α．わざCfc〟わ柁

42創oJわね加わrfcα

43月めβわ∽α7℃dfcog〝∽

44月詭βわ研αSp．

フク　ロツルタケ

コテソグタケモドキ

ハイイロオニタケ

ウスキモリノカサ

ハラタケ属

ムジ／ナタケ

イタチタケ

二ガクリ　タケ

チャナメツムタケ

ナガェノスギタケ

アカヒダワカフサタケ属

457わ0¢わgα5ね和坤0和

467乃0りめどsp．

47Corわ〝αγ〝5　〟ゆ〟γαgCg乃∫

カブラア七夕ケ

アセタケ属

カワムラフウセンタケ

48Corめαγ〝ざα〟γgO r〝乃乃β以5

49Co〟f乃αわ〟5〃わJαCg〟5

50Coγめαわ〝5ね乃〟砂gS

51Corfわ7αrf〟5α乃0〝‡αJ〟ざ

キンチャフウセンタケ

ムラサキフウセンタケ

クリ　フウセンタケ

マルミ　ノフウセンタケ

52　Co〟わ‡αγグ〝ざ5αわγ

ムラサキアブラシメジモドキ

53　Co〟加αγグ以5乃g∽0柁乃ざね？

54Co捕〝αわαSSp．

55q′∽乃坤gJ〝∫軸〟如才ねg

56g乃foわ∽αC和5∫妙g∫

57g乃わわ∽αかゆfJ肋ね‘5

58g乃わわ研α　ααdγα〟ざ

59月■乃わわ刑αSp．

60如才JJ〟ざαわ℃foナ乃β乃わS〟5

61月㍑fJJα5♪α乃〟0んわ5

62Go〝ゆゐ揖〟〟　γ05g〟5

63　5■〟fJJ〟SJ〝わ〟5

64　5■〟gJJ〟5み0〃グ乃〟∫

65月〟55〟bg椚gfグα7

66月〝55〟わCα∫血刀坤∫fdね

67月〝gg〟わめ〟γ乃β0ので0あわ
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モリノブジイロタケ？

フウセンタケ属

チャツムタケ

ウラべニホティシメジ

コモミ　ウラモドキ

アカイボカサタケ

イッボンシメジ属

ニワタケ

イチョウタケ

オウギタケ

ヌメリイグチ

ア　ミ　タケ

ドクべニタケ

カレノミハツ

ツギハギハツ



68月〟∫∫〝お粥gおごγひα　　　イロガワリシロハツ

69月〟5g〝ねむggGα？　　　　　　チギレハッタケ？

Ttl勅／∫川／（J′二WM〟〃〟Mf．♪J什ハ・′川／

ウグイスタケ

71月〟∫S〟わsp．　　　　　　　　ベニタケ属

72エαCねγ〟g　〟おれば　　　　　チョウジチチタケ

73エαCわrg〝5〃0お肌〟∫　　　　　　　　　　チチタケ

74エαCねγα5　αね〟おお　　　　　　　　ハッタケ

75エαCねrg〝5Sp．　　　　　　　　チチタケ属

76Cα〝摘αγgJαSわ殉乃d拍〟的γ∽ね

ミキイロウスタケ

77Cα乃才力α柁〃〝5g加わoco椚〟∫　トキイロラッパタケ

78Cα〝娩α柁肋SSp．　　　　　　アンズタケ属

79Gom♪ゐ〟∫♪〟γ〟mCe〟∫

オオムラサキアンズタケ

80C7℃ね柁JJ〟∫COγ乃αCq〆0才dgS　　クロラッパタケ

81C肋〃〟Jわ7α相が5α　　　　カレユダタケモドキ

82C血相Jg乃αSp．　　　　　　カレユダタケ属

83CわがfcoγPαCCOわ乃50才

ヒメハイイロカレユダタケ（横山新称）

84月α刑αγブαSp．　　　　　　　　ホウキタケ属

85Pわα〟γαCr毎α　　　　　　　　チヂレタケ

865■励Ⅵ川‖め馴鹿朋　　　　　　　　キウロコタケ

87物血〝椚γゆα乃血偶　　　　　　　　力ノシタ

88砂血〟椚頑α〝血研Var・αJ級別　シロカノシタ

895■αγCOdo〝∫CαγOS〝5　　　　　　　　　ケロウジ

90AJみα如JJ〝SCO娩β乃5

91一秒C乃坤0γ〝SCOCCf乃紺5

92　Co肋′gcgαCわ‡α∽0mgα

93エβ〝Zわざ毎〟桁〝5

94　Tm椚βわざ〝β和才coわγ

95かαgdαJe噌ggS♪〟坤〟柁α

960物噌0γS軽少ゐγ0わ〟C〝5

977γ0〝砂CggCわ〃e〟5

98ノhわⅥ（1JJ∫／リg川J肝汀／川∫

99月α伽γ柁わくゆ0〝gcα

100Cαわざわ研再とゆ0乃fc〝椚

101G服面川用丞職邪

102かC坤βタ豆0〝Sp．

103と叩坤〝成沼少〝血飯沼

104匂C坤β摘0〝みγ的γ∽β

105匂C噌β摘0〝坤αdfcg〟∽

ニソギョウタケ

ヒイ　ロタケ

ニッケイタケ

カイガラタケ

アラゲカワラタケ

ミイロアミ　タケ

オオオシロイタケ

オシロイタケ

ッチグリ

コウボウフデ

クチベニタケ

ヤプレツチガキ

ホコリタケ属

ホコリ　タケ

タヌキノチャブクロ

キホコリ　タケ

106f七g〝docoJ〟SgCゐgJJg〝∂βプgZαβ　　　サンコタケ

107励みのα∫由乃妙0〝グCα　　　　　シラタマタケ

1087元∽gJわノbJグααα　　　ハナビラニカワタケ

109エ紺オブαわあわCα　　　　　　　　　　　ズキンタケ

110Co畑わγお力仰do∫α　　　クロハナビラタケ

111月とJ〝eJお肌αCれ坤〟S　　ナガェノチャワンタケ

112月セルgJわgわSffcα？

アシボソノポリリュウタケ？

113Jkαγダα由良β椚ゐ〝∫α卯の5ね

ミ　ンミ　ンゼミハリセンボン
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関西菌類談話会会報投稿案内
1．投稿は原則として本会会員に限ります。
2．原稿の採否，掲載の順序は編集委員会の決定

にお委せ下さい。
3．編集委員会は，著者の原稿中の字句，表，図，

写真などのスタイルの統一や変更を求めるこ
とがあります。文章の用法上，あるいは，文

法上の誤り，その他の修正は編集委員会にお
委せください。

4．原稿には表題，著者名，本文の他に必要なら

引用文献（あるいは参考文献）をあげてくだ
さい。

5．別紙に著者名，連絡先，住所，電話番号を書
いて添付して下さい。

6．著者校正は初校だけとし，2日以内に原稿正

本とともに速達郵便で返送してください。
7．掲載された原稿はお返ししませんが，図・写

真に限り著者校正のときにお返しします。
8．写真製版料実費は著者の負担とします。
9．原稿は会報編集長宛にお送りください。

表紙によせて

～皆様の投稿をお待ちしております～

◇　かびやきのこに関する記事，図，本誌に関するご意

見などをお寄せください。

◇　図は黒インクで，少し大きめ（刷り上がりの約1．5

倍）にお書きください。（ボールペンは不可です）

◇　原稿の分量は400字づめ原稿用紙4～5枚程度とし

ますが，1枚でも半分でも結構です。

◇　写真の掲載を希望される方は，編集委員長におたず

ねください。

◇　原稿宛て先

〒521－1222滋賀県神崎郡能登川町大字佐野336－16

関西菌類談話会会報編集委員長

佐々木久雄
TEL．0748－42－2975

編集委員：岩瀬　剛二，鈴木　雄一，田中　千尋

橋屋　　誠，丸西　靖恵，森本　繁雄

佐野　修治　　　　　　　　（順不同）

カソゾウタケ　FistulinahepaticaSchaeff．：Fr．

撮影：1998年5月8日。愛知県豊田市猿投神社々叢林内、スダジイの大木の根元に4個体発生。豊田市はシ

イの木が少ないので、発生も少ないようで、初めて記録した記念すべき写真です。　　　　　　　（山田　弘）

謹告 

・柴田耕造氏（大阪市立大学）は、1998年6月18日にご逝去されました。 

つつしんでおくやみ申し上げます。 

編集後記 

今年は平均気温が高く、天候不順な1年だったようです。しかし、秋に限ればきのこの発生はまずまずだっ 

たのではないでしょうか。そのためか、新聞紙上を賑わしたきのこ中毒の記事も多かったように思います。き 

のこ中毒を予防するために本会々員の出来ることは何か‥・と、そのような記事を読むたびに思います。 

さて、今号の発行も大巾に遅れたことをお詫びします。なかなかすすまない発行作業を励まして温かく見守 

って下さった会員各位に感謝します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（佐々木久雄） 
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